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松翁･20代本村庄之助

　　　　　　　　　　　　j
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　木村庄之助といえば、相撲界でいう横綱、

　昭和初期、“はっけよい（発気揚々）の補

木村庄之助（本名：鰹沼子之吉）です。
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唾綱、つまり行司の世界の最高峰です。

の神様”とうたわれたのが壬生町下稲葉出身の松翁・20代

　町歴史民俗資料館では、同じ時期・同じ土俵に活躍したカタヤ壬生町出身・木村庄之助、コナタ

藤岡町出身・横綱栃木山の二人の偉業を紹介します（関連記事２頁）。
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～“はっけよいの神様”木村庄之助ど無敵横綱”栃木山展~

　木村庄之肋（1876－1940）は、都賀郡上奈良部に生まれ、４歳の時、稲葉村下稲葉（現壬生町）

の鯉沼宇源太の養子となり幼年期を壬生町で過ごしました。９歳の時、宇源太が弟子入りしてい

た式守家に入門、式守錦太夫、式守与太夫となり、15代式守伊之肋を襲名。のちに木村家の20代

庄之肋となﾘﾀました。そして、58歳の時、相撲行司の家元・吉田家から「相撲行司大意の巻」を

授かり、この秘巻は過去に15代木村庄之肋・初代高砂浦五郎・常陸山谷右衛門の３人だけでした。

さらにその翌年、相撲協会から庄之肋の歴史以来、唯一人“松前”の称号を授かりました。庄之

肋は代々のものですが松前はちがいます。行司としての技量、見識、そして前の字が示すように、

50年以上この道に専念した名人にのみ許される尊称であり、庄之肋に冠される至上の栄誉といえ

るのです。庄之肋は後に大横綱となる藤岡町出身・栃木山（1892－1959）を仕切り、横綱・双葉

山の69連勝を裁き見とどけた名行司。同じ土俵に活躍した栃木県出身の名行司と名力士を（財）

日本相撲協会相撲博物館の協力をいただき展示公開いたします。

■展示会

　⑩会　期

　⑤開館時間

白観覧料

総休館日

松翁がいつも用いた軍配

平成1了年２月５日収)～３月13日㈲

午前９時～午後５時

(入館は４時30分まで)

200円(中学生以下無料)

月曜日及び火曜日午前

　　　栃木山使用の化粧廻し(三ツ揃)

・講演会

………｢松翁・木村庄之励と栃木山｣

　鞘日　　時　３月６日(EI)午後２時より

　j"講　　師　元28代木村庄之肋(松翁・養子)

　□場　　所　壬生中央公民館研修室

　＊先着100名様まで聴講いただけます。

　＊事前にお電話でお申し込みください。

　　　お問い合わせ：壬生町立歴史民俗資料館　昔0282 － 82 － 8544

※今回、相撲協会のご協力により、現・木村庄之肋（31代）が使用している“ゆずり軍配”を公開できる

　ことになりました。皆さん、是非とも御高覧＜ださい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２



ｊ生命と財産を守る壬生町消防団
i肖防団|盈常;点i検二回E

　
Ｈ
月
2
3
日
、
町
総
合
運
動
場
で
町
消
防
団
（
中
根
幸
男

団
長
・
団
員
２
０
圭
名
）
の
通
常
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
外
の
消
防
関
係
者
の
来
賓
が
見
守
る
中
、
人
員
・

服
装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
、
放
水
点
検
な
ど
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
永
年
勤
読
者
や
退
団
者
、
防
火
貯
水
槽
土
地
提

供
者
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
蘭
学
通
り
に
場
所
を
移
し
て
分
列
行
進
を
行

い
、
行
進
終
了
後
に
は
、
御
琴
神
社
前
役
場
職
員
駐
車
場

で
消
防
車
の
展
示
、
放
水
体
験
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
壬
生
寺
保
育
園
・
メ
リ
土
フ
ン
ド
保
育
園
の
園

児
た
ち
が
、
「
火
の
用
心
」
の
声
を
発
し
な
が
ら
パ
レ
ー

ド
の
先
頭
を
歩
い
て
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
表
　
彰

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
敬
称
略
）

○
勤
続
章
3
5
年
　
　
団
長
　
中
根
幸
男

○
勤
続
章
1
0
年

　
第
１
分
団
副
分
団
長
　
戸
崎
代
志
夫

　
　
″
第
２
部
団
員
　
尾
崎
長
二
郎

　
第
３
分
団
第
１
部
団
員
　
田
村
治
男

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰

Ｏ
功
績
章
８
年

　
第
３
分
団
第
１
部
団
員
　
野
沢
忠
則

　
　
″
　
第
５
部
団
員
　
渡
辺
政
人

Ｏ
勤
続
章
５
年

　
第
１
分
団
第
１
部
団
員
　
植
竹
清
明

　
　
″
　
　
第
１
部
団
員
　
藤
田
楽
拡

　
　
″
　
　
第
士
郎
団
員
　
松
葉
　
茂

　
　
″
　
第
２
部
団
員
　
谷
口
拓
也

　
　
″
　
　
第
４
部
団
員
　
篠
原
雅
実

　
　
″
　
　
第
４
部
団
員
　
倉
井
宏
之

　
　
″
　
　
第
５
部
班
長
　
小
出
　
裕

　
　
″
　
　
第
５
部
団
員
　
戸
崎
勝
巳

　
第
２
分
団
第
３
部
部
長
　
菅
原
　
明

　
　
″
　
　
第
３
部
班
長
　
山
日
通
男

　
　
″
　
第
３
部
団
員
　
篠
原
　
剛

　
第
３
分
団
第
１
郎
団
員
　
山
井
孝
則

　
　
″
　
　
第
１
部
団
員
　
山
口
育
郎

　
　
″
　
　
第
２
部
部
長
　
本
潭
　
誠

　
　
″
　
　
第
２
部
団
員
　
平
山
元
治

　
　
″
　
第
３
部
部
長
　
川
又
輝
義

　
　
″
　
　
第
３
部
班
長
　
上
田
正
人

　
　
″
　
　
第
４
郎
部
長
　
粂
川
和
弘

　
　
″
　
第
４
部
班
長
　
清
野
敏
史

　
　
″
　
　
第
５
部
部
長
　
阿
彦
直
弥

　
　
″
　
第
５
部
団
員
　
青
木
幸
司

石
橋
地
区
消
防
団
連
絡
協
議
会
会
長
表
彰

○
優
良
部
　
　
　
　
第
２
分
団
第
１
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
５
部

壬
生
町
長
表
彰

○
勤
続
章
3
5
年
　
　
団
長
　
中
根
幸
男

○
勤
続
章
1
0
年

　
第
１
分
団
副
分
団
長
　
戸
崎
代
志
夫

　
　
″
第
２
部
団
員
　
尾
崎
長
二
郎

　
第
３
分
団
第
１
部
団
員
　
田
村
治
男

○
勤
続
章
５
年

　
（
栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰
と
同
じ
）

○
優
良
部
及
び
努
力
賞
の
部

＜
優
良
部
∇

＊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
１
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
分
団
第
１
部

＊
小
型
勤
カ
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
分
団
第
５
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
５
部

＜
努
力
部
∇

＊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

＊
小
型
動
カ
ポ
ン

感
謝
状

○
平
成
1
5
年
度
退
団
者

　
　
　
　
　
　
　
梁
島

○
消
火
協
力
者

○
防
火
貯
水
槽
土
地

　
　
　
　
上
長
田
地
区
　
　
中
川
利
夫

○
内
助
の
功
表
彰
（
1
0
年
）

第
１
分
団
副
分
団
長
　
　
戸
崎
代
志
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
夫
人
真
由
美

　
″
　
第
２
部
団
員
　
尾
崎
長
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
夫
人
克
美

第
３
分
団
第
１
部
団
員
　
　
田
村
治
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
夫
人
智
代
子

３

EI

鑓

’
Ｉ
’
｀
″
し
た
？

　
い
つ
も
心
に
き
い
て
み
て



平成16年度上半期

畷1の)難敵
　　状瀦報告

(平成16年９月30日現在)

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
に
町
の
財

政
状
況
を
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
納
め
ら
れ

た
税
金
や
国
・
県
支
出
金
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
財

政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
年
２
回
（
広
報
壬

生
６
月
・
1
2
月
号
）
財
政
状
況

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

平
成
1
6
年
度
上
半
期
（
平
成
1
6

年
４
月
１
日
か
ら
９
月
3
0
日
）

の
収
入
と
支
出
の
状
況
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

計
50億40

(収入串55.5％)

　　　　　30

60億2,777万8千円

10　　　　　20

収入済額

7千円

㎜予算現額

㎜上半期収入･支出額

-

4億8,913万1千円

2億2,411万8千円

諸支出金
　　3千円

災害復旧費

1,150万2千円

労　働　費

1,786万4千円

予　備　費

1,994万5千円

議　会　費

意5,428万5千円

農林水産業費

意9,241万7千円

　商　工　費

意5,855万1千円

　消　防　費

意8,159万3千円

　衛　生　賛

意8,794万2千円

　総　務　費

億9,678万1千円

　　　〇千円

　12万6千円

787万8千円

　　　O千円

７万7千円

1億6,606万1千円

7,779万7千

　　　　㎜

7,114万2千l

5,208万8千円

4,408万1千円

O千円

2億7,601万

1,474万3千円

982万3千円

486万円

　　　1億円

　繰　入　金

　7,368万7千円

ルフ場利用税交付金

　　3,500万円

　利子割交付金

　　3,000万円

通安全対策特別交付金

　　800万円

公　債　費

5億4,323万3千円

一一|■

¬間1111

529万3千円

325万2千円

105万2千円

8千円

221万6千円
一
回当割交付ざ

150万円

一寄　付　金

91万2千円

-

株式等譲渡所得割交付金

　　　　50万円

民　生　費

　　　20　　　　　　　10

40億4,889万5千円（執行率37.3％）

　30

支出済額

4050億

『
歳
出
の
主
な
内
容

　
（
活
用
の
さ
れ
方
）
に
つ
い
て
』

●
歳
出
予
算
の
内
容
に
は
、
そ
の
目
的

ご
と
に
款
と
呼
ば
れ
る
区
分
で
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
主
な
款
が
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
を
説
明
し

ま
す
。

⑩
総
務
費

　
他
の
事
業
・
事
務
の
増
減
に
特
に
関

係
な
く
、
通
常
必
要
と
さ
れ
る
経
費
で
、

本
庁
舎
・
出
先
機
関
等
の
維
持
管
理
に

要
す
る
経
費
や
全
般
的
な
管
理
事
務
、

企
画
調
整
事
務
、
財
政
・
財
務
管
理
に

要
す
る
経
費
等
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑩
民
生
費

　
住
民
の
一
定
水
準
の
生
活
と
安
定
し

た
社
会
生
活
を
保
障
す
る
の
に
必
要
な

経
費
で
、
具
体
的
に
は
社
会
福
祉
、
身

体
障
害
者
、
高
齢
者
、
児
童
福
祉
及
び

災
害
救
助
関
係
の
経
費
等
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

参
衛
生
費

　
住
民
が
健
康
で
衛
生
的
な
環
境
を
保

持
す
る
た
め
の
経
費
で
、
健
康
増
進
・

医
療
の
充
実
及
び
環
境
の
保
全
等
に
要

す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

柏
農
林
水
産
業
費

　
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
各
種
支

援
・
補
助
や
生
産
基
盤
の
整
備
に
要
す

る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

寸
商
工
費

　
商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
各
種

支
援
及
び
観
光
事
業
等
に
要
す
る
経
費

４

18億8,009万9千円

　　町　　債

　12億3,360万円

　　国庫支出金

7億4,367万3千円

　　県支出金

5億3,541万8千円

　　繰越　金

4億8,913万1千円

地方消費税交付金

　　　3億円

使用料及び手数料

2億6,018万7千円

　　地方譲与税

　2億4,000万円

　　諸　収　入

1億9,633万7千円

地方特例交付金

1億6,606万1千円

分担金及び負担金

1ｲ意2,713万6千円
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公共下水道事業
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,

農

万2千円

(執行率)

収入済額隣

醸　　1億7

,

276万円

吃o%

　支出済額

　ﾐ価億賢司万?奥田盲説示
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介護保険事業

（雷昌艶一台ｏ）

老人保健事業

｜町税の内訳

・　　　　　　一一一一

国民健康保険

農業集落排水事業

(雪ヅレｏ呂)

奨学資金

予算現額 収入済額

町　民　税 打傷2,913万1千円 8億2,099万1千円

固定資産税 21億3,981万3千円 17億630万7千円

軽自動車税 4,732万2千円 4,612万7千円

町たばこ税 2ｲ意3,280万円 1億1,958万4千円

特別土地保有税 1千円 76万4千円

都市計画税 2億9,566万7千円 2億374万3千円

り ｀j20ja/a円グj応刮M呼l宍りi汚円‥恥珀4円白…………1,9円レ=づ‥5,118=円………

J 1111111zi

血

l
i:;
り60'931円1261637円

3,423円　8,875円　57円　15,121円

(平成16年４月１目　人口39,8H人　世帯数13,474世帯)

５

東肖肖社
　　水道事業

(i‾面泗鮒
　　　収入予算額

　　　収入済額
　　　支出予算額

　　　支出済額

ﾉ]面面註〕

　　　収入予算額

　　　収入済額

　　　支出予算額

5億7,325万2千円

　2億683万8千円

5億2,094万4千円

1億4,338万4千円

　　1億1,628万円

　　　　　O千円

3億5,789万4千円

巡回::回図;::i’

2慧麗麗9;1lljΣ:こ12こにし

　　）也方債現在高

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
土
木
費

　
道
路
、
橋
、
公
園
な
ど
の
社
会
資
本

の
整
備
・
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

万
教
育
費

　
小
中
学
校
教
育
の
実
施
・
充
実
、
社

会
教
育
・
生
涯
学
習
の
推
進
、
芸
術
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
要
す
る
経

費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
公
債
費

　
町
債
の
元
金
の
返
済
と
、
利
息
の
支

払
い
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

税の負担状況



-
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国民健康保険における海外療養費制度1 こついて

　旅行などで海外へ行く人が増えています。このような状況のなか、国民健康保険の披保険者のみ

なさんが、海外渡航中に病気やけがで治療を受けたときについて、平成13年１月１日から保険が適

用されています。

　海外渡航中に治療を受け、帰国後医療費の一部について払い戻しを受ける場合の手続きは、次の

ようになります。

-

-

海外で

帰国後

①受診した海外の医療機関では、一旦、かかっ

　た金額の全額を支払います。

②その医療機関で、治療内容やかかった医療費

　等の証明書をもらいます。

　｛（治療内容明細書）、（領収明細書）等の書類｝

③帰国後、ご加人の壬生町国民健康保険窓口へ

　申請します。

　｛上記の書類と（療養費支給申請書）を提出｝

④壬生町国民健康保険から保険給付分か払い戻

　されます。

※海外療養費を申請するときに上記の（診療内容明細書）、（領収明細書）が外国語で作成されて

　いる場合には、日本語の翻訳文を添付することが義務づけられています。

　なお、保険給付の対象となる医療行為の詳しい内容や、診療内容明細書・領収明細書は、海外へ

行かれるときにもっていっていただくことになりますので、事前に壬生町国民健康保険（保健課国

民健康保険保昔81－1836）へお問い合わせください。

人間・脳ドック検診助成金申請の案内通知の廃止について

　事務費削減のため、これまで各該当世帯に送付しておりました申諸に関する案内の通知［例年４

月］｡目付）を廃止して、替わりに広報（国保だより）に掲載することと致しましたのでご理解願い

ます。なお、来年度の申請に関する案内は、２月号の国保だよりに掲載予定でありますので、申請

を予定されている被保険者の方はご注意ください。

⑤期

ぐ宍几会

⑤丿苛

「健康に開する講演会」の開催のお知らせ

目

場

師

平成17年２月10目(木)

壬生町保健福祉センター

輪島直幸　先生

詳細については、１月下旬頃にパンフレット

を配布いたします。

６



鴨 保ちりﾉ
壬生町国民健康保険の実態

　国保制度は、相互扶助の目的の基に発足し、今日では欠くことのできない医療制度です。

　必要な時に安心して医療が受けられるためにも、日頃から医療財源を大切にしなければなりません。

　今回は、本町の国民健康保険の加入状況、財政状況等をお知らせいたします。

一国民健康保険の加入状況　　　　　　　　　　　　………………………:｡･

　本町における国保の加入者は、U38世帯、15､560人で町全体に占める割合は、世帯数で52.1％、人口で

39.0％となっています。また、退職被保険者で1､873人、老人保健対象者で3､206人と年々増加傾向にあり

ます。

・年度別加入状況（住民基本台帳登録数）　　　　　　　　　　‥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各年度末現在）

年度
町 国　　　保 国保加入率（％） 退職被保数

　(再掲)
老人保健音数
　　(再掲)人　口 世　帯 被保険者数 世　帯 被保険者 世　帯

11 39,576 12,836 13,964 5,998 35.3 46.7 1,264 2,993

12 39,767 13,046 14,237 6,194 35.8 47.5 1,329 3,125

13 39,834 13,177 H,747 6,505 37.0 49.4 1,520 3,280

14 39,821 13,258 15,323 6,738 38.5 50.8 1,668 3,346

15 39,892 13,309 15,560 6,938 39.0 52.1 1,873 3,206

平成15年度国民健康保険特別会計の財政状況

介護納付金

　　6.0％

1億9,813万円

老人

その他5.6％

円

総務費2.3％7,702万円

その他2.3％7,586万円

　歳入については、保健税・国県支出金が70.9％と

大部分を占め、歳出については、保険給付費・老人

保健拠出金・介護納付会が、95.4％とほとんどを占

めています。

　以上のことから、皆さんに納めていただく保険税

は、国の支出金などと共に保険給村費等に充てられ、

国保の重要な財源になっております。

　保険税負担額　一人当たり　　83､277円

　　　　　　　　一世帯当たり　187､643円

　保険給付費　　一人当たり　　202､812円

　　　　　　　　一世帯当たり　457､463円

平成14年度からの伸び率は

保険税負担額は、一人当たり　　▲5.0％

　　　　　　　　一世帯当たり　▲5.6％

保険給付費では、一人当たり　　　10.3％

　　　　　　　　一世帯当たり　　9.7％

　保険税負担額は減少、保険給付費は増加していま

す。
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ニ
ワ
ト
リ
が
決
ま
っ
た
時
間
に
鳴
き
出
す
の
は
体
内
時
計
が
あ
る
か
ら
？

　
ヒ
ト
に
限
ら
ず
、
生
物
は
す
べ
て
体
内
に
時
計
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
水
鳥
た
ち
が
決
ま
っ
た
時
刻
に
沼
に
帰
る
の
も
、
彼
ら
の
体
の
中
に
あ
る
時
計
の
お
か
げ
。
体
内
時

計
が
衰
え
る
と
、
自
律
神
経
が
狂
っ
て
き
て
不
眠
、
眠
気
、
頭
痛
、
だ
る
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
慢
性
的
な

疲
労
感
や
脱
力
感
な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
生
活
習
慣
と
睡
眠
の
関
係
　
「
　
」
。
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生
体
時
計
の
周
期
は

2 4
時
間
よ
り
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
生
体
時
計
は
、
毎
日
「
同
調
因
子
」
を
手

が
か
り
に
そ
の
周
期
を
地
球
の
周
期
に
同
調
さ
せ
ま
す
。
同
調
因
子
は
朝
の
光
、
食
事
、
社
会
的
環
境
。

　
同
じ
光
で
も
夜
の
光
の
生
体
時
計
へ
の
作
用
は
生
体
時
計
の
周
期
を
逆
に
長
く
さ
せ
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
夜
更
か
し
で
明
る
い
環
境
に
い
る
と
、
夜
は
眠
り
に
つ
き
づ
ら
く
な
り
、
朝
は
起
き
づ
ら

く
な
り
ま
す
。
光
と
生
体
時
計
と
の
関
係
は
自
然
に
生
じ
て
い
ま
す
。
ヒ
ト
は
周
期

2 4
時
間
の
地
球
で

生
き
る
生
物
で
す
。

　
現
在
の
日
本
で
は
、
３
歳
児
の
半
数
以
上
が
夜

1 0
時
を
過
ぎ
て
も
起
き
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

り
、
小
中
学
生
も
深
夜
型
化
し
て
お
り
、
深
夜
零
時
を
過
ぎ
て
も
起
き
て
い
る
小
学
生
が
こ
こ

1 5
年
間

で
４
．
５
倍
、
中
学
生
で
も
２
．
了
倍
に
増
え
て
い
る
と
い
わ
れ
、
訴
え
の
ベ
ス
ト
３
は
、
あ
く
び
が

出
る
、
眠
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
で
、
睡
眠
時
間
の
国
際
比
較
で
も
日
本
の
短
さ
が
際
だ
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

１

快
眠
の
た
め
の
生
活
習
慣
の
改
善

毎
朝
し
っ
か
り
朝
日
の
光
を
取
り
入
れ
て
。

２
　
ご
は
ん
は
し
っ
か
り
よ
く
噛
ん
で
た
べ
よ
う
。

　
　
と
く
に
朝
は
き
ち
ん
と
食
べ
る
。

３４５６了

昼
間
は
た
っ
ぷ
り
運
動
を
し
よ
う
。

お
昼
寝
は
、
午
後
３
時
前
の
2
0
～
3
0
分
ま
で
。

寝
る
前
の
入
眠
儀
式
を
大
切
に
。

暗
い
部
屋
で
ゆ
っ
く
り
お
休
み
。

ま
ず
は
早
起
き
を
し
て
、
悪
循
環
（
夜
更
か
し

↓
朝
寝
坊
↓
慢
性
時
差
ぼ
け
↓
眠
れ
な
い
↓
起

き
れ
な
い
）
を
断
ち
切
ろ
う
。
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健
康
だ
よ
り

疲
れ
た
体
や
心
を
休
め
る
休
養
は
、
食
生

活
、
運
動
と
も
に
健
康
づ
く
り
の
３
要
素
と

し
て
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
「
健
康
み
ぶ
2
1
計
画
」
の
中
で

も
了
領
域
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
休
養
・
こ
こ

ろ
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
見
ま
し
ょ

う
。

　
Ｉ
ケ
月
問
に
か
け
て
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
人
の

割
合
は
、
女
性
の
2
0
歳
代
か
ら
4
0
歳
代
に
か
け
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
目
覚
め
る
と
き
、
疲
労
感
が
残
る
こ
と
が
週
３
回
以

Cｺ:559

上
あ
る
」
人
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
男
女
と
も
に
2
0
歳
代
か
ら
4
0
歳
代
に
か
け
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
、
何
か
実
行
し
て
い
る
人
は
3
5
％
お
り
、
睡
眠
の
た
め
安
定
剤
や
ア
ル
コ
ー

ル
を
飲
ん
で
い
る
方
も
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
眠
り
の
基
本
を
紹
介
し
ま
す

　
睡
眠
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
上
で
重
要
な
も
の
で
す
。
眠
る
こ
と
は
、
脳
や
神
経
を
休
養
さ
せ

る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
事
な
生
理
現
象
で
す
。

　
健
康
で
い
る
た
め
の
睡
眠
時
間
は
お
よ
そ
６
～
８
時
間
く
ら
い
が
成
人
の
睡
眠
時
間
の
目
安
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
個
人
差
が
あ
り
、
ど
れ
く
ら
い
眠
れ
ば
健
康
な
の
か
示
す
指
針
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り

ま
せ
ん
。

　
夜
の
眠
り
が
浅
い
。
身
体
が
だ
る
く
頭
痛
が
す
る
。
朝
早
く
目
覚
め
て
し
ま
う
。
イ
ラ
イ
ー
フ
す
る
。

頭
が
す
っ
き
り
し
な
い
。
な
ど
、
こ
ん
な
症
状
を
訴
え
る
方
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
体
内
時
計

の
悪
影
響
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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平
成
1
5
年
５
月
に
健
康
増
進
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
責
務
と
し
て
、
生
涯
に
わ
た
り
自
ら
の

健
康
状
態
を
自
覚
し
、
健
康
の
増
進
に
努
め
る
旨
の
規
定
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
皆
さ
ま
、
す

で
に
ご
存
知
で
そ
れ
ぞ
れ
自
分
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
を
実
施
か
と
思
い
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、
が
ん
検
診
に
関
す
る
検
討
会
が
設
置
さ
れ
、
特
に
「
乳
が
ん
検
診
」
及
び

「
子
宮
が
ん
検
診
」
に
つ
い
て
、
死
亡
率
減
少
効
果
の
観
点
か
ら
実
施
方
法
や
対
象
年
齢
な
ど
専

門
的
見
地
か
ら
検
討
が
行
わ
れ
、
国
の
指
針
が
で
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
女
性
の
が
ん
罹
患
は
下
記
の
よ
う
に
年
代
別
に
特
徴
が
あ
り
、
3
0
歳
代
は
子
宮
が
ん
が
、
ま
た
、

4
0
歳
代
に
乳
が
ん
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
5
0
護
以
上
に
な
る
と
大

腸
、
胃
、
肺
だ
ん
だ
増
え
て
き

て
お
り
、
年
代
に
あ
わ
せ
た
検

診
や
対
策
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

町
の
「
乳
が
ん
検
診
」

「
子
宮
が
ん
検
診
」

に
つ
い
て

　
　
乳
が
ん
検
診

　
現
在
町
で
は
、
乳
が
ん
検
診

は
、
3
0
歳
以
上
の
万
を
対
象
に

乳
房
×
線
撮
影
（
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
）
併
用
超
音
波
検
査
、
触

診
併
用
超
音
波
検
査
の
ふ
た
と

お
り
実
施
し
て
お
り
、
本
人
の

希
望
で
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
受

け
て
い
ま
す
。
昨
年
は
２
。
４

５
０
人
の
方
が
受
診
し
、
が
ん

の
方
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
は
3
0
歳
代

の
方
も
多
く
う
け
て
い
ま
す
が
、

精
密
検
査
を
要
す
る
方
も
多
く

い
ま
し
た
。

女性の部位別がん罹患率（1975年）(人)人口10万対
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厚生労働省がん研究助成金による『地域がん登録』研究班の推計値より

」
゛
子
宮
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診
は
、
3
0
歳
代
以
上
の
女
性
を
対
象
に
し
た
子
宮
頚
部
の
細
胞
診
に
よ
る
が
ん
検
診
で
す
。

昨
年
は
、
２
。
０
８
５
人
の
方
が
受
診
し
、

／
≒9

17
年
度

か
ら
の
検
診

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
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3
0
歳
代
は
、
放
射
線
被
爆
や
繊
維
質
が
多
い
の
で
写
り
に
く
く
要
精
密
検
査
に
な
る
率
が
高
い
と
い
う

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師
に
よ
る
視
触
診
併
用
超
音
波
検
査
を
、
4
0
歳
以
上
は
×
線
撮
影

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
併
用
超
音
波
検
査
を
対
象
と
し
ま
す
。

子
宮
が
ん
検
診

　
3
0
歳
以
上
を
対
象
と
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
が
ん
の
成
長
速
度
の
進
行
度
や
検
査
に
伴
う
危
険
の
程
度
や
費
用
な
ど
も
含
め
て
考
え
る
と

２
年
に
１
度
で
い
い
と
い
う
こ
と
で
、
1
7
年
度
は
偶
数
の
年
齢
に
な
る
方
を
対
象
と
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

１
　
ａ
‾
ｖ
Ｎ
’
ｓ
ｓ

婦
人
が
ん
検
診
は
隔
年
に
Ｉ

子
宮
頚
部
が
ん
検
診

呑

訟

診

検

診

項

目

頚
部

擦
過
検
査

触
診

超
音
波
検
査

30

歳

代

頚

部
擦
過
検
査

マ
ゼ

ク
ﾗﾌﾞ

ご

塑
居

検査

40

歳

以

降

　
　
♂
　
♂
ｓ
♂
φ
占
φ
く
ー
φ
く
く

♂
力

検
診
　
　
｝

　
夏
に
町
内
各
所
で
行
っ
て
い
ま
し
た
結
核
検
診
（
住
民
検
診
）
は
、
結
核
予
防
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

6
5
歳
以
上
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
胃
、
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
検
診
は
、
毎
年
受
診
く
だ
さ
い
。



一ｓｓ一一ｓｓｓｓｌ

―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
　
　
　
｀

　
　
　
　
一

教
育
委
員
会
だ
よ
り

・
Ｉ
－
－
－
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
―
Ｉ
Ｉ
－
－豊瀞なぬ疫巍威に自雌て

壬生jﾋﾉJxty!校　　　　　　　　j…………ｽﾞﾀﾞiJ:ﾌﾟ|゜5ｬ………万

　　　豊かな体験活動推進事業:･･…………

　　　　　　　(長期宿泊体験の実施)

　
文
部
科
学
省
で
は
、
長
期
に
わ
た
る

集
団
宿
泊
等
の
共
同
生
活
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
協
調
性
や
規
範
意
識
、

公
衆
道
徳
等
の
育
成
を
目
指
す
試
み
と

し
て
、
全
国
の
８
０
０
校
を
指
定
し
調

査
研
究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
壬
生
北
小
学
校
が
指
定

を
受
け
、
２
年
間
の
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
壬
生
北
小
学
校
で
は
、
３
年
生
～
６

年
生
で
異
年
令
集
団
を
編
成
し
、
様
々

な
活
動
を
通
し
て
主
体
性
や
協
調
性
を

培
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
５
月
に

「
太
平
少
年
自
然
の
家
」
、
７
月
に
「
と

ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家
」
で
宿
泊
体
験
学

習
を
行
い
ま
し
た
。

　
1
0
月
に
は
、
人
や
自
然
、
命
あ
る
生

き
物
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
、
認
め

合
い
高
め
合
う
豊
か
な
心
を
育
て
る
こ

と
を
目
的
に
、
６
年
生
が
「
な
す
高
原

自
然
の
家
」
に
お
い
て
、
３
泊
４
日
の

宿
泊
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を

育
む
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
体

験
や
社
会
体
験
な
ど
を
実
施
す
る
機
会

を
増
や
す
た
め
、
学
校
・
家
庭
乙
地
域

が
一
体
と
な
り
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
機
能

を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
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豊かな瞳襲と交流延髄を遜t｡て

｡
゜……　　　　　　　　　壬生町子ども会育成会連絡協議会

第
２
回
み
ぶ
つ
子
ト
ッ
ジ
ボ
ー
几
入
会

　
壬
生
町
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議

会
（
佐
藤
尚
子
会
長
　
以
下
「
町
子
連
」
）

が
中
心
と
な
っ
て
、
Ｈ
月
７
日
㈱
に
第

２
回
み
ぶ
っ
子
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
下
学
年
の
部
（
小
学
校
１
～
３
年
生
）

1
0
チ
ー
ム
、
上
学
年
の
部
（
小
学
校
４

～
６
年
生
）
1
0
チ
ー
ム
、
延
べ
に
し
て

2
1
育
成
会
・
２
２
３
人
が
参
加
し
、
熱

戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
優
勝

を
目
指
し
て
頑
張
っ
た
選
手
連
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
を
夢
中
で
応
援
す
る
子
ど

も
連
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
姿
が
大
変

印
象
的
で
し
た
。

　
参
加
者
の
募
集
に
関
し
て
は
、
各
育

成
会
長
さ
ん
や
各
小
学
校
区
の
役
員
さ

ん
が
担
当
し
ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ー
ム

編
成
に
関
し
て
は
、
大
会
に
参
加
す
る

育
成
会
長
さ
ん
連
が
話
し
合
い
の
場
を

持
ち
、
「
よ
り
多
く
の
子
ど
も
達
が
楽

し
め
る
よ
う
に
」
と
、
人
数
の
少
な
い

育
成
会
を
救
済
す
る
様
々
な
方
法
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
町
子
連

の
方
々
の
努
力
の
お
か
け
で
、
子
ど
も

連
と
大
人
達
が
一
体
と
な
っ
た
大
会
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
は
数
年
前

か
ら
開
催
を
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
２
回
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
様
々

な
改
善
す
べ
き
点
が
残
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
育
成
会
長
さ
ん
の
「
今
は
ま
だ
手

探
り
の
状
態
か
も
し
れ
な
い
が
、
回
数

を
重
ね
な
が
ら
み
ん
な
で
意
見
を
出
し

合
い
、
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
こ
う
」

の
言
葉
の
通
り
、
町
子
連
の
思
い
が
込

め
ら
れ
た
手
作
り
の
大
会
に
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

　
町
子
連
は
、
子
ど
も
会
育
成
会
相
互

の
連
絡
を
図
り
、
壬
生
町
の
子
ど
も
会

が
と
も
に
健
全
な
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

主
に
宿
泊
研
修
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
、

カ
ル
タ
と
り
大
会
を
主
催
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
各
育
成
会
長
さ
ん
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
方
々
の
御
協
力
を
頂

き
な
が
ら
、
豊
か
な
体
験
と
交
流
活
動

を
通
し
て
壬
生
町
の
子
ど
も
遠
の
健
全

な
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
競
技
結
果
」

下
学
年
の
部

　
優
　
勝
　
む
つ
み
っ
子
Ｄ

　
　
　
　
　
　
　
（
緑
町
Ｉ
Ｔ
目
ほ
か
）

　
準
優
勝
　
む
つ
み
っ
子
Ｃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
若
草
町
ほ
か
）

　
第
３
位
　
落
合
・
本
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
落
合
・
本
田
）

上
学
年
の
部

　
優
　
勝
　
壬
生
Ｂ
　
　
（
車
塚
ほ
か
）

　
準
優
勝
　
あ
け
ぼ
の
（
あ
け
ぼ
の
）

　
第
３
位
　
北
小
林
　
（
北
小
林
）

哨
壬
生
Ｂ
チ
ー
ム

願蕊漕

-一回

国五回綴

,

…
……こ……回

………｡
･1
.;t?llﾖ誤脱言百胆回回心,､,j･-､万万J;,Jil1

遍剪

言言窟膝脳○

回IIに昌……;ぞ一一_I･-･膳回.__'回

皿

謳朧

。

゛

｡

i
、
錨゛il゛薗諺謐瀬

､
言

輯顛による

｡

『ｵ

ｰ

ﾌﾟﾝｶﾚ妙』し哺瞭

y°愕鴉居所｡ぞ聡･､･cq｀゛｀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-~･　　　　"｀ゝ｢　-･こい　　　　　｀　　　＝

　生涯学習館では、１階ロビーに設置してあるモニターテレビで、

文部科学資が実施する衛星を利用した教育|青報通信ネットワーク

（通称「エル・ネット」）により、全国の国公私立大学の教授、助

教授による公開講座を毎月放映しています。

　放映内容は、自然や歴史、文化、保健、福祉、環境など多方面

における分野の講座が放映されていますので、是非一度ご聴講し

てみてはいかがでしょう。

　エル・ネット「オープンカレッジ」の講座内容は、インターネッ

トのホームベージ（URL http://www.opencol.gr.jp）で確認頂く

か、生涯学習館玄関の掲示板でご覧下さい。（聴講料は無料です｡）
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『は;にﾚﾚの量』|､｡のT古墳群

　壬生町の北西部にある羽生田地区は、昔から多くの古墳があり、畑や山林

などから埴輪や土器などが出土しています。　このことからその当時の埴輪や

土器を焼いた専門の人たちが住んでいたと考えられ、これらの人たちが「土

師氏または埴氏」と呼ばれていたことから、現在羽生田地区を『はにしの里』

と呼んでいます。

　　『はにしの里』の主な古墳としては、国指定史跡の「茶臼山古墳」、県指

定史跡の「富士山古墳」。「長塚古墳」、そして「桃花暦古墳」があげられま

す。

　近年の発掘調査により、「富士山古墳」からは国内でも最大級の家形埴輪

などが出土し話題を集めました。

　また、［桃花暦古墳］の発掘調査では『前庭』と呼ばれる祭の場が、ほぼ

完全な形で確認されるなど徐々にではありますが、『はにしの里』の古墳群

の実態が解明されようとしています。

|桃花原古墳|

家形埴輪（富士山古墳出土）

　桃花原古墳は、墳丘の直径が約63mの円墳です。墳丘は三股に作られ、墳丘の斜面は人の頭大の河原石で覆われて

います。当時の人々は、高く積み上げられた河原石の山を見上げていたと思われます。

　桃花原古墳の『前庭』は、石室の入口に通じる「通路」とその両側に造られた「平坦面」からなります。いずれの

箇所も河原石を積み上げて造られています。『前庭』部からは、刀などの武具や金や銀により装飾された馬具が出土し

ています。

　桃花原古墳の石室については徹底的な破壊を受けていましたが、詳細な調査の結果、石室は「玄室」と「前室」の

二つの部屋から構成されていることが確認できました。石室を破壊した理由の一つとして、破壊後の埋土の中から凝

灰岩で造られた「五輪塔」が出土していることから、「五輪塔」を造るための石材を得るため、と考えられます。

　今回の桃花原古墳の調査により、県内ではまだまだ知られていなかった、古墳時代の終末の実態が明らかになって

いくと思われます。

|

,

]j万言:
jふ二
水頑鰻……l……感

桃花原古墳「石室・前庭部」

桃花原古墳「前庭部」

願フダフ‰7m、賜

斧状鉄製品（桃花原古墳出土）
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自
論
功
労
者
表
夥
」
『

…
町
発
展
へ
の
功
績
を
た
た
え
る
：
Ｔ

　
永
年
に
わ
た
り
、
町
政
の
発
展
、
福

祉
の
増
進
等
で
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ

た
方
々
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え

る
自
治
功
労
者
の
表
形
式
が
Ｈ
月
１
日
、

役
場
正
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
ｊ

　
今
年
は
、
功
労
貧
７
名
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
貧
者
の
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
し
て
、
町
に
対
す
る
ご
尽

力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゃ
受
賞
者
の
方
々
（
敬
称
略
）

半
功
労
賞
（
あ
い
う
え
お
順
）

○
通
算
に
よ
り
学
校
歯
科
医
・
国
民
健

　
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
・
ス
ポ
ー

　
ツ
振
興
審
議
会
委
員
の
職
に
あ
っ
た

　
方
　
上
野
忠
之
　
中
央
町
８
番
８
号

○
通
算
に
よ
り
農
業
委
員
会
委
員
・
社

　
会
教
育
委
員
・
企
画
委
員
会
委
員
・

　
消
防
団
員
の
職
に
あ
っ
た
方

　
大
関
文
雄
　
上
田
９
６
７
番
地
１

○
１
５
年
以
上
都
市
計
画
審
議
会
委
員
の

　
職
に
あ
っ
た
方

　
杉
本
　
清
　
幸
町
二
丁
目
1
3
番
９
号

○
通
算
に
よ
り
町
議
会
議
員
・
消
防
団

　
員
の
職
に
あ
っ
た
方

　
高
山
文
雄
　
国
谷
９
９
６
番
地
１

○
通
算
に
よ
り
人
権
擁
護
委
員
・
国
民

　
年
金
協
力
委
員
・
消
防
団
員
の
職
に

　
あ
っ
た
方

　
中
嶋
文
一
郎
　
下
稲
葉
８
７
１
番
地

○
通
算
に
よ
り
学
校
歯
科
医
・
国
民
健

　
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
・
行
政
相

　
談
委
員
の
職
に
あ
っ
た
方

　
橋
詰
　
通
　
大
師
町
１
９
番
3
8
号

○
通
算
に
よ
り
町
議
会
議
員
・
社
会
教

　
育
委
員
の
職
に
あ
っ
た
方

　
水
井
正
式
　
本
丸
二
丁
目
１
５
番
5
9
号

●■　　　　　　．．　～　＝ｖ　▲
　・　　　　　　こ　ー－　　　　●Ｉ'・ｋ゛?●ｌｒ蓋jr・1!二二:i'こ.;

県審査(第二次審査)で

　　　７名が入賞

　
明
る
い
選
挙
の
啓
発
運
動
の
一
助
と

す
る
た
め
、
全
国
の
児
童
生
徒
の
み
な

さ
ん
を
対
象
と
し
た
「
第
5
6
回
明
る
い

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
の
小
・
中
・
高
生
か
ら
総
数

２
デ
８
８
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

第
一
次
審
査
（
市
町
村
単
位
）
を
通
過

し
た
８
２
９
点
が
第
二
次
審
査
（
県
）

に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
Ｉ
１
５
点
に
の
ぼ

る
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら

優
秀
作
品
と
し
て
、
第
二
次
審
査
推
薦

作
品
2
0
点
を
出
品
し
、
そ
の
結
果
、
本

町
で
は
、
入
選
に
２
点
、
佳
作
に
５
点

が
選
ば
れ
、
全
部
で
７
点
が
、
賞
に
入

る
す
ば
ら
し
い
成
績
を
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
下
都
賀
郡
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
連
合
会
入
選
作
品
５
点
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
第
二
次
審
査
（
県
）

入
選
　
山
口
　
諒
子
（
羽
生
田
小
６
年
）

　
　
　
早
乙
女
　
卓
　
（
壬
生
中
１
年
）

佳
作
　
佐
藤
美
帆
奈
　
（
壬
生
小
２
年
）

　
　
　
成
田
　
萌
子
　
（
壬
生
小
４
年
）

　
　
　
坂
本
　
慶
脛
　
（
壬
生
小
４
年
）

　
　
　
金
子
　
七
瀬
宝
生
東
小
４
年
）

　
　
　
佐
々
木
歩
惟
　
（
壬
生
中
２
年
）

○
第
一
次
審
査
（
町
）

入
選
　
野
渾
理
花
子
　
（
壬
生
小
３
年
）

　
　
　
石
塚
　
達
至
　
（
壬
生
小
６
年
）

　
　
　
武
藤
　
千
佳
（
壬
生
東
小
３
年
）

　
　
　
谷
口
有
寿
佳
　
　
（
睦
小
４
年
）

　
　
　
神
水
　
朋
佳
　
（
稲
葉
小
３
年
）

　
　
　
山
野
井
理
恵
宝
生
北
小
６
年
）

　
　
　
大
久
保
敏
枝
　
（
安
塚
小
４
年
）

　
　
　
粂
川
　
　
愛
　
（
壬
生
中
１
年
）

　
　
　
小
倉
　
未
帆
　
（
壬
生
中
１
年
）

　
　
　
益
田
久
美
子
　
（
壬
生
中
３
年
）

　
　
　
冨
樫
小
百
合
　
（
壬
生
中
３
年
）

　
　
　
大
橋
　
知
世
　
（
壬
生
中
３
年
）

　
　
　
小
菅
　
陽
美
　
（
壬
生
中
３
年
）

○
下
都
賀
郡
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
入
選

　
　
　
紺
野
　
音
更
　
（
壬
生
小
２
年
）

　
　
　
稲
葉
　
千
遥
　
（
稲
葉
小
５
年
）

　
　
　
伊
滞
あ
さ
実
字
生
北
小
６
年
）

　
　
　
鈴
木
　
亮
平
　
（
壬
生
中
２
年
）

　
　
　
江
田
知
奈
美
　
（
壬
生
中
２
年
）
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税
を
知
る
週
間

（
Ｈ
月
Ｈ
日
～
1
7
日
）

納
税
の
推
進
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
標
語
を
展
示

　
町
で
は
、
町
内
小
・
中
学
生
か
ら
募

集
し
ま
し
た
納
税
ポ
ス
タ
ー
標
語
を
、

「
税
を
知
る
週
間
」
（
Ｈ
月
Ｈ
日
～
1
7
日

の
．
週
間
）
に
合
わ
せ
て
、
役
場
住
民

深
窓
口
前
の
町
民
ホ
ー
ル
に
展
示
し
ま

　 ■ 　 　

■ 　 　 　 　

■ 　 　

■

■ ■ 　 　 　 ■ 　

■

■ ■ 　 　

■

■ 　 ■

. .

･

.

●

. ＿

　 　 ・

. 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 ･ ･ ･

・ 　 1 1 1 1 1 . 1 1 1 . 1 . 1

最 優 秀 賞 　 長 　 那

々

子 （ 藤 井 小

６

年 ）

し
た
。

　
こ
れ
は
、
次
代
を
担
う
児
童
・
生
徒

が
、
夏
休
み
期
間
中
に
「
納
税
に
間
す

る
ポ
ス
タ
ー
標
語
」
を
作
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
家
族
み
ん
な
で
税
に
つ
い
て

註が駄り浦を

　　　・　　--　　　　　　　　　・

-

最優秀賞　山□　友梨（壬生中２年）

考
え
、
税
に
つ
い
て
よ
り
関
心
と
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
町
内
小
学

６
年
生
及
び
中
学
２
年
生
を
対
象
に
、

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
総
数
４
５
３
点
の
作
品
が
応

募
さ
れ
、
最
優
秀
賞
２
点
、
優
秀
賞
1
0

点
及
び
佳
作
2
8
点
を
表
彰
、
そ
の
中
か

ら
優
秀
作
品
1
2
点
を
展
示
し
た
も
の
で
す
。

最
優
秀
賞

　
長
　
那
々
子
　
　
　
（
藤
井
小
６
年
）

　
山
口
　
友
梨
　
　
　
（
壬
生
中
２
年
）

優
秀
賞

　
熊
倉
　
花
菜
　
　
　
（
壬
生
小
６
年
）

　
篠
原
　
　
舞
　
　
（
羽
生
田
小
６
年
）

　
山
口
　
諒
子
　
　
（
羽
生
田
小
６
年
）

　
渡
辺
　
美
里
　
　
　
　
（
睦
小
６
年
）

　
田
中
　
泰
斗
　
　
　
（
安
塚
小
６
年
）

　
佐
々
木
歩
惟
　
　
　
宝
生
中
２
年
）

　
鈴
木
　
宏
美
　
　
　
（
壬
生
中
２
年
）

　
安
納
か
お
る
　
　
　
平
生
中
２
年
）

　
井
田
　
　
絢
　
　
　
宝
生
中
２
年
）

　
阿
彦
　
実
希
　
　
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
ま
た
、
栃
木
税
務
署
等
で
募
集
し
ま

し
た
中
学
生
の
標
語
は
、
町
内
か
ら

９
５
７
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
優
秀

作
品
６
点
が
そ
れ
ぞ
れ
人
賞
、
同
じ
く

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

栃
木
税
務
署
長
賞

　
鯉
沼
　
翔
子
　
　
　
（
壬
生
中
２
年
）

　
　
標
語

　
「
税
金
で
　
開
く
未
来
と
　
僕
ら
の
町
」

　
伊
藤
　
　
翼
　
　
（
南
犬
飼
中
１
年
）

　
　
標
語

　
「
税
金
は
　
豊
か
な
未
来
へ
　
つ
な
ぐ
橋
」

租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

　
早
乙
女
　
航
　
　
　
（
壬
生
中
３
年
）

　
　
標
語

「
街
角
に
　
納
め
た
税
金
　
生
き
て
い
る
」

栃
木
県
税
事
務
所
長
賞

　
大
粟
　
千
佳
　
　
（
南
犬
飼
中
３
年
）

　
　
標
語

「
ｍ
金
逞
り
だ
す
鴛
堅
果
と
ふ
を
芯
笑
皿
」

壬
生
町
長
賞

　
甫
坂
美
育
紀
　
　
　
（
壬
生
中
３
年
）

　
　
標
語

「
納
め
よ
う
　
あ
な
た
の
未
来
　
守
る
た
め
」

　
渡
澄
　
瑞
紀
　
　
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
　
標
語

「
納
税
は
　
理
想
の
町
へ
の
　
第
一
歩
」

　　．’弓。●　　　．　　　　・　’。エ zz

　最近、「法務局認可法人」、「法務局特殊法人」等を名乗り、法務局と

関係があるように装った架空請求が多発しておりますので、文書が届い

たときは、消費生活センター等にご相談ください。

《対策》

手利用した覚えがなければ払わない。

⑩相手に連絡しない。（電話番号等の個人情報は絶対知らせない討

手請求はがき等の証拠は保管する。

手悪質な取り立ての場合は警察へ届け出る。

⑤「裁判所」から「呼出状」などの文書が届いた場合は、その連絡先が

真実のものであるかを電話帳や消費生活センターなどで確認し、真実裁

判所からのものであった場合は、直ちに弁護士や同センターに相談する

などの対応をとりましょう。

　【相談窓口】

○栃木県消費生活センター　　　　　　　　昔028－665－7744

○内閣府　生活・物価ダイヤル　　　　　　昔03－3581－3999

○法務省　大臣官房司法法制部審査監督課　昔03－3592－7781

○総務省　電気通信消費者相談センター　　昔03－5253－5900
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第
2
0
回
壬
生
町

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ら

‥
目
月
７
日
壬
生
中
体
育
館
、

1 4
日
南
犬
飼
中
体
育
館

男
子
１
７
チ
ー
ム
、
女
子
８
チ
ー
ム
参
加

成
績
男
子
の
部

優
勝
ラ
イ
ト
ワ
ン

心’

ウ
ェ
ン
ズ
サ
ー
ク
ル

詞
巾
［
］
’
ｎ
一
肖
↑
ａ

準
優
勝

　
（
代
表
　
南
雲
義
晴
）

ヌ
し
デ
ィ
ス
ツ

　
（
代
表
　
福
田
安
孝
）

女
子
の
部

優
　
勝
　
お
と
め
組

　
　
　
　
　
（
代
表
　
福
田
美
穂
）

準
優
勝

4
＝
　
＝
　
5
　
‐

一
ｊ
　
　
　
ｌ

Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｌ
Ｙ

　
（
代
表
　
川
又
由
美
子
）

.ら、

W

’
“
=
“
ｌ
ｌ
ｌ
“
¥
Ｉ
～

中
学
生
柔
道
大
会
．
、

７
回
壬
生
町
　
　
、
・

1
1
月
1
4
日

町
総
合
運
動
場
武
道
館

｀心’

今
成
　
績

○
小
学
校
１
・
２
年
生
の
部

　
優
勝
東
洋
悠
介
（
壬
生
小
２
年
）

　
準
優
勝
　
長
嶋
和
也
（
壬
生
小
２
年
）

　　○

優小

学
校
３
・
４
年
生
の
部

勝
　
中
川
翔
太

準
優
勝
　
出
井
聖
人

（
安
塚
小
４
年
）

（
安
塚
小
４
年
）

○
小
学
校
５
・
６
年
生
の
部

　
優
勝
林
貴
章
宝
生
小
６
年
）

　
準
優
勝
　
荒
川
晴
香
（
稲
葉
小
５
年
）

○
中
学
生
の
部

　
優
　
勝
　
奥
村
ハ
ン
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
準
優
勝
　
早
乙
女
巧
（
作
新
中
１
年
）

第
1
4
回
下
都
賀
地
区

入
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

ｚら、

1
0
月
2
4
日

小
山
総
合
公
園
・
県
南
体
育
館

７
種
目
約
１
。
２
０
０
人
参
加

心’

こ
成
　
績

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
女
子
の
部
フ
リ
ー

　
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
Ｌ
Ａ
Ｋ
Ｅ
（
壬
生

　
ブ
ロ
ッ
ク
２
位

　
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｎ
｛
固
俘
｛
ｑ
秘
（
壬
生
）

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

　
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
大
橋
有
巳
（
壬
生
）

　
準
優
勝
　
池
田
繩
子
（
壬
生
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
女
子
西
コ
ー
ス

　
優
　
勝
　
青
木
ミ
ツ
（
壬
生

　
準
優
勝
　
出
井
キ
ミ
子
（
壬
生

ペ
タ
ン
ク

　
ブ
ロ
ッ
ク
３
位

　
壬
生
町
ペ
タ
ン
ク
ク
ラ
ブ
（
壬
生
）

34回を数える町主催の町民歩け歩け大会県/11月21日､………町総合公園睦よ競技場を発毒点と;石T町総合公幽睦次呻i欄を爽輯点ど収実嘸され啄jした

切[]者の糾:さ,んは;===1'1.・本・夕の1葉が色訥洵綿合兪幽及びわん

　■　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ　㎜　　　■
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心 = 〃

まちのわだい
島孝－さん
国障害者スポーツ大会で銀メダル獲得711°゜5:゛

　11月13日から３日間、埼玉県熊谷スポーツ文化公園陸上競技場を主会場に

開催されました、第４回障害者スポーツ大会「采の国まごころ大会」に、県

代表として参加されました石島孝一さんが、フライングディスクで見事銀メ

ダルを獲得し、その報告に11月17出町長室を訪問されました。

　清水町長は、「銀メダルを獲得したことはすばらしいことです。今後もが

んばってください｡」と称賛されました。

一忠勇
こ尋児童委員９多感。饅・，

唾棄　腿防具永年勤続表彰4を;?受:ltl;1-圖

jFI:1｡JII善市さん

喝廳斯U割に汗匹=………=　　　　　　一

　17年以上の永年に亘り民生委員児童委員として、地域の福祉向

上に尽力されました戸崎豊治さん、人見イハさん、松本景子さん

が、全国民生委員児童委員連合会会長表彰を受け、11月18日、受

賞のあいさつに来庁されました。

　また、７年以上の永年に亘り民生委員児童委員としてご尽力さ

れた柏崎美代子さん、小林キミ子さん、石井末代さん、栄松澄子

さん、木野内啓一さん、中村敏子さんが、栃木県民生委員児童委

員協議会会長表彰を受けられました。

農林水産大臣感謝状受賞゛j゛:jｸﾞ

　このほど中川善市さんは、農業経営統計調査の永年協力者として、農林水産

大臣から感謝状を受賞されました。

　中川さんには、永年に亘り農作物の生産にかかった経費や資財の投入量並び

に、毎日の労働時間等について、詳細に記帳していただいております。

　これらの記帳の結果は、農業所得の増大、農家の生活向上、農業経営の改善、

生産出荷の合理化、価格安定等を図るための基礎資料として、多方面に広く活

用されており、その功績は多大なものがあります。

｡剔，，1,1.,l，,明.・.=岑..・=ん須釜作－さんに嘩聊綿、

荒川さん

１

須釜さん

鵬-･
｜

　壬生町農業青色申告会（高木信夫会長）

所属の元農業簿記指導員の荒川明さん、

須釜作一さんが、永年の簿記の記帳指導

並びに青色申告の推進に大きな貢献をさ

れたとして、この程、栃木県農業経営者

協議会から感謝状が贈られました。

　荒川明さんは、昭和59年度から平成15

年度までの20年間、須釜作一さんは、昭

和61年度から平成14年度までの17年間に

わたり、農業簿記指導員として活躍され

ました。
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まちのわだい地域の話題などをお寄せください

4

農業

1

委

1

員会ｶ1｀

;::.:::ii:゜i':i;･i;"i･;i.･iii:;'iil':゜'･゜:i°･':.ii:･.i:i.:i:i.'iiiili:･:･ii!:li:i:.･i::.･:ii･.･::il農業施策

● 予算についての要望書を提'出s芦

　町農業委員会（篠原富太郎会長）では、今後の農業施策や予算につ

いての要望書を、11月19日に町長室を訪れ町長に手渡しました。

　農業委員会は、今回10項目の建議・要望を提出しており、ふれあい

とうるおいに満ちた農村づくりの支援、食農教育の推進と地域（野菜）

食材の学校給食への利用促進、「みぶ・アグリチャレンジャー支援事食材の学校給食7｀の利用促進ヽ「みぶ‘アグリチャレンジャー支援事　　’、

業」等の継続支援、農業用廃ビニール等不法投棄の防止・適正処理、　兼い

農業者組織活動に対する支援、農村女性の社会参画の促進、Ｕターン

就農者・新規参入者への支援、農作業の委託に対する補助、土地改良

区に対する支援体制の整備、農業集落排水の計画的な推進に関した内

容となっています。

411

11jl119F

と

解岑所管　　　

二万………:;.;:.1;11｀ilil.;'11111･囲朔1脆|　　

‾

．1冒1 119'iil':ii;;il･;'li'J=　統雲十調査従事lとﾌﾞ感謝状-

　この程、粂川正光さん、篠原審太郎さん、宇賀神二三子さんは、永

年に亘り経済産業省所管統計調査に従事され、多大な貢献をされたと

して、経済産業省経済産業政策局調査統計部長から、感謝状を受けま

した。

　粂川さんは昭和肘年から、篠原さんは平成元年から、宇賀神さんは

昭和60年から工業統計調査や商業統計調査等の調査にご協力をいただ

いております。

　11月23日、真岡市で開催された消費者フォーラムにおいて、壬生町

消費老友の会の栗原芳子さんが、消費生活功労者知事表彰を受賞され

ました。

　栗原さんは、昭和63年に町消費者友の会会員となられ、平成３年か

ら２年間副会長として、その後平成５年から現在に至るまで会長とし

て、会の運営発展に尽力されています。

頑ﾐ:l=……:1:……………:………jj……j』:

..1里ﾖ9

.

さjん言ﾌ弟畠飼･さ･ゑ

17

綴暦昌ぶ昌:四膠･
　この程、青年海外協力隊隊員として国際協力機構から派遣されるこ

とになりました、鵜飼幹雄さんと小野淳一さんが、11月25日、出発の

あいさつに来町されました。

　鵜飼さんは、フィリピンでヌマンシア水道事業体で、浄水場の維持

管理やモニタリング、スタッフに対する安全性や効率性の指導などを

行います。また、小野さんは、中華人民共和国で淑浦県職業中等専門

学校で、新しく導入した設備を活用した実習等のコースデザインの作

成や、家電の原理や修理技術習得のための実習授業などを行います。

赴任期間は、共に平成16年12月から２年間です。

~ W



まちのわだい地域の話題などをお寄せください

減需1

親iﾓilR;

:

でエコ●クッキング教丿窒:

防:鴛対岸贈紬糾

yj服牡ﾀﾞ才::;:;:　　　　　とおりまち保育園認『

　11月12日、とおりまち保育園の年長兜16名の親子が、町保健福祉セ

ンターで、親子料理に挑戦しました。

　同保育園では、生ゴミを肥料として再利用した野菜作りや、節水、

節電など環境に配慮した生活を実践しており、今回の親子クッキング

教室は、こういった活動の一葉として、「食に関する知識や健全な食生

活の推進」、「自然の恵みや命の大切さに気づき、感謝の気持ちを育て

る」、「親子のスキンシップを図る」などを目的として実施されました。

　この［ョのメニューは、地元産のかんぴょうを使った「かんぴょうの

クリームリソット」、園児たちが春先に苗を植え付け、この秋収穫したサツマイモを使った「いが栗揚げ」、野菜を豊

富に使った「スープ・ジュリエンヌ」の３品。家では料理をしたことが無い園児たちも、お母さんやお父さんに手助

けをしてもらいながら、サツマイモの皮をむいたり切ったりして、とても楽しそうでした。「お父さんお料理上手！」

といった園児の声も聞かれるなど、新たな発見もあったようです。

　二人の男のお子さんと参加したお父さん高舘一弘さんは、「普段家庭ではやらないことなので緊張しましたが、楽し

く参加できました｡」と、笑顔で話してくれました。料理を通して、親と子の信頼関係がさらに深まったようです。
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受賞作品「かんぴよう作り」 山室さん 大橋校長

　
繕
栃
木
県
農
業
振
興
公
社
ふ
る
さ
と
と
ち
ぎ
２
１
活

性
化
塾
が
募
集
し
た
本
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
山
室
達
哉

さ
ん
（
睦
小
４
年
）
が
中
学
年
（
３
～
４
年
生
）
の

部
で
、
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
次
代
の
農
業
を
担
う
県
内
小

学
生
を
対
象
に
、
農
村
の
風
景
や
た
た
ず
ま
い
、
農

家
の
人
々
の
暮
ら
し
の
様
子
、
農
作
業
風
景
な
ど
を

描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業
・
農
村
の
す
ば
ら
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
今
年
は
、
１
９
８
校
か
ら
１
。
２
４
７
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

櫃随感卵ﾀﾞ:り回jj白j;:J昌ISSIJ讐昌謡写一一

　
1
0
月
3
1
日
、
壬
生
町
国
際
交
流
推
進

協
議
会
　
（
荒
川
誠
一
会
長
）
　
に
よ
る

「
食
と
文
化
の
つ
ど
い
」
が
壬
生
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

の
方
と
町
民
約
３
０
０
名
が
、
お
互
い

の
食
と
文
化
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
伝
統
的
な
踊
り
「
サ
ン
バ
」
、
タ
イ

の
伝
統
的
な
格
闘
技
「
ム
エ
タ
イ
」
、

釜
ケ
淵
の
出
井
喜
峰
さ
ん
に
よ
る
「
民

謡
」
な
ど
、
各
国
の
伝
統
的
な
文
化
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
食
文
化
体
験
交
流
で
は
、
参
加
さ
れ

た
み
な
さ
ん
が
持
ち
寄
っ
た
お
寿
司
、

天
ぷ
ら
、
焼
き
鳥
、
日
本
そ
ば
な
ど
の

日
本
料
理
や
中
国
料
理
、
ベ
ル
ー
料
理
、

ブ
ラ
ジ
ル
料
理
な
ど
、
お
互
い
の
お
国

自
慢
の
手
料
理
や
、
餅
つ
き
、
そ
ば
打

ち
、
茶
道
、
書
道
の
日
本
文
化
体
験
な

ど
を
通
し
て
、
国
際
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

18



まちのわだい地域の話題などをお寄せください

……!'li::;i:|

』』形風芋煮で秋の味覚をj薗喫

ｼﾞ』
……地域ぐるみの自主防犯活動で表彰｡

第５回福和田芋煮会゜白s:゛2jjjｼﾞ゛

上田自治会

大橋良平会長

-

　
Ｈ
月
２
１
日
、
秋
晴
れ
の
中
、
福
和
田
花
壇
管
理
組
合

（
大
橋
良
平
会
長
）
主
催
の
芋
煮
会
が
、
福
和
田
地
内
の

田
ん
ぼ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
組
合
の
女
性
団
体
の
み
な
さ
ん
が
つ
く
っ
た
山
形
風

芋
煮
は
、
栃
木
和
牛
と
地
元
産
の
新
鮮
な
野
菜
が
豊
富
に

使
わ
れ
、
大
鍋
に
用
意
さ
れ
た
約
３
０
０
食
は
、
あ
っ
と

い
う
間
に
売
り
切
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
野
菜
や
苗
木
の
無
料
配
布
、
各
種
模

擬
店
、
輪
投
げ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
、
熱
気
球
の
搭
乗
体
験
な

ど
が
行
わ
れ
、
約
８
０
０
人
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
を
見

せ
ま
し
た
。

　
1
0
月
Ｈ
日
、
宇
都
宮
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

た
「
地
域
安
全
県
民
大
会
の
つ
ど
い
」
に
お
い
て
、

上
田
自
治
会
（
大
関
禎
男
会
長
）
が
栃
木
県
警
察

本
部
長
並
び
に
県
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
同
自
治
会
は
、
見
通
し
を
遮
り
防
犯
上
危
険
で

あ
っ
た
旧
上
田
駐
在
所
跡
地
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
、

自
治
会
総
出
の
奉
仕
作
業
で
こ
れ
を
取
り
壊
し
、

積
極
的
に
自
主
防
犯
活
動
を
行
い
、
安
全
安
心
な

街
づ
く
り
に
寄
与
し
た
と
し
て
、
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

乙
の
予
防
、
少
年
の
非
行

　
　
防
犯
意
識
の
高
揚

」
」
　
　
　
稲
葉
・
上
田
駐
在
妬

　
稲
葉
駐
在
所
連
絡
協
議
会
で
は
、
1
0

月
1
3
日
、
管
内
（
上
稲
葉
、
福
和
田
、

羽
生
田
、
七
ツ
石
）
の
学
校
、
神
社
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
等
、
1
0
力

所
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
犯
罪
の
予
防
、

少
年
の
非
行
防
止
等
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
　
ま
た
、
上
田
駐
在
所
連
絡
協
議
会
で

は
、
管
内
の
南
犬
飼
中
学
校
で
登
校
す

る
生
徒
に
防
犯
ベ
ル
の
所
持
点
検
を
実

施
し
、
防
犯
意
識
の
高
揚
を
訴
え
ま
し

た
。
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鈴木蒼空ちゃん（西高野）

　　（H 15.12.16生）

ちゃん（H10.12.8生）

ちゃん（H12.6.5生）

　（中泉）

ａ
巴
い
白

玉
凋
。
楓
ヱ
貝

木米佐藤愛車ちゃん（北小林）

　　　（H15.12.3生）

奸……:=:……ﾚ………=万万　雷嗜lllx－鮫▽ｻﾞ……:Jﾌﾟ1……………万

寧盈福自かも
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わ
が
寂
の

　
？
イ
ド
託

　次回は２月生まれのアイドルを募集します。

（締切！月20日）。‥写真はお返しします。‥

……応募者多数の場合は抽選=|之なることもあり

ますのでご了承＜ださい。　　レ

　写真裏に住所、氏名、保護者名、生年月日、

電話番号を書いて、役場企画財政課（直接或

は郵便で〒321－0292壬生町通町12－22）ま

たは、稲葉・南犬飼各出張所、生涯学習館へ。

　
壬
生
北
小
学
校
（
稲
見
均
校
長
）

に
お
い
て
、
Ｈ
月
６
目
、
全
児
童
１
５
９

名
と
保
護
者
合
わ
せ
て
約
３
２
０
名
が
、

環
境
保
全
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
テ
ー
マ

と
し
た
体
験
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
平
成
８
年
か
ら
「
エ
コ
ク

ラ
ブ
」
を
結
成
し
、
学
校
林
「
北
っ
子

の
森
」
を
中
心
に
、
自
然
環
境
を
大
切

に
し
た
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
全
国
大

会
で
そ
の
活
動
を
発
表
し
た
り
、
壁
新

聞
で
県
１
位
に
な
る
な
ど
、
環
境
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
1
5
年
か
ら
は
聯
省
子
不

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

教
育
推
進
モ
デ
ル
校
の
指
定
を
受
け
、

節
電
、
節
水
な
ど
省
子
不
ル
ギ
ー
推
進

活
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
こ
う
い
っ
た
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
踏
ま
え
、
午
前
中
、
全
児
童

が
学
習
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
に

は
、
環
境
に
配
慮
し
た
親
子
活
動
を
実

施
。
学
校
活
動
支
援
老
と
し
て
、
壬
生

町
消
費
老
友
の
会
（
栗
原
芳
子
会
長
）
、

壬
生
町
ひ
ま
わ
り
会
示
林
優
子
会
長
）
、

料
理
研
究
室
・
福
田
静
江
さ
ん
ら
の
協

力
の
も
と
、
１
．
洗
剤
を
付
け
な
い
で

も
洗
え
る
「
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
づ
く
り
」
、

２
．
い
ら
な
く
な
っ
た
包
装
紙
の
再
利

用
「
包
装
紙
の
ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り
」
、

３
．
大
人
が
座
っ
て
も
壊
れ
な
い
「
牛

乳
パ
ッ
ク
の
イ
ス
」
、
４
．
学
校
給
食

の
廃
油
で
作
る
「
廃
油
石
け
ん
」
、

５
．
で
き
る
だ
け
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い

「
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
」
の
５
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
実
施
し
ま
し
た
。
各
会
場

で
は
、
親
子
が
協
力
し
て
活
動
す
る
姿

が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
、
今
後
、
「
学
校
、
家
庭

（
親
子
）
活
動
か
ら
、
地
域
へ
と
広
め

た
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
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　東内　遥ちゃん(万町)

　　　(H 15. 12.1生)

中川佩大ちゃん（台坪）

　　（H 14.12.4生）

晦S客卸祠ロ：ロ刹鰯厠臍聊噴ｍ４叫』｀‾

レ霧碧露索崖ｌ　圈毀睡Ⅲ緬匯羅

W

　
Ｈ
月
３
日
、
羽
生
田
地
内
の
県
有
地
を
会
場
に
「
第
1
7

回
栃
木
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
・
第
１
回
栃
木
県
ジ
ャ
ー

ジ
ー
共
進
会
」
（
栃
木
県
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会
な
ど

主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
は
、
来
年
Ｈ
月
３
日
か
ら
６
日
の
４
日
間
、
同

会
場
で
開
催
さ
れ
る
「
第
1
2
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会
・
第
４
回
全
日
本
ジ
ャ
ー
ジ
ー
共
進
会
」
を
メ
イ
ン
と
し

た
「
と
ち
ぎ
フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
」
の
プ
レ
大
会

に
位
置
づ
け
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
賛
事
業
や
搾
乳
体
験
な

ど
催
し
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
オ
ー
プ
子
ノ
グ
で
は
、
清
水
英
世
町
長
が

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
ほ
か
、
羽
生
田
小
学
校
全
校
児

童
の
合
奏
や
壬
生
児
保
育
園
児
の
円
仁
太
鼓
が
披
露
さ
れ

る
な
ど
歓
迎
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
時
開
催
と
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
き
ょ
う
の
料
理
で

お
な
じ
み
の
清
水
信
子
先
生
に
よ
る
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
る
さ
と
の

審査会場の様子

紹議寺保育園児のみなさん

介
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
元
の
レ
シ
ピ
紹
介
で
は
、
壬
生
町
農
村
生
活
研
究

ブ
ル
ー
ー
ー
プ
協
議
会
（
鯉
沼
玲
子
会
長
）
が
、
町
の
特
産

か
ん
ぴ
ょ
う
を
使
っ
た
料
理
「
か
ん
ぴ
ょ
う
の
キ
ム
チ

あ
え
」
と
「
か
ん
ぴ
ょ
う
の
ご
ま
酢
あ
え
」
を
紹
介
し
、

お
い
し
い
と
大
変
好
評
で
し
た
。

町の特産、かんぴようを使った料理

を紹介する鯉沼さん（右端）

21



[
l
i
]
I
Q
I
　
…
目
・
－

　
　
‐
‐
‐
‐
　
　
一
一
元
　
が
、

　
　
一
‐
ａ
　
　
り

　
こ
の
程
、
平
成
1
7
年
３
月
を
工
期
と

し
て
建
築
中
の
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
ジ

す
フ
マ
棟
建
築
工
事
安
全
施
設
フ
ェ
ン

ス
に
、
縦
１
・
８
封
横
５
・
４
封
の
壁
画

が
掲
示
さ
れ
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。

　
壁
画
は
、
国
谷
幼
稚
園
の
年
長
見
7
7

名
に
よ
る
「
元
気
い
っ
ぱ
い
『
未
来
に

翔
く
こ
ど
も
た
ち
』
」
、
壬
生
来
小
学
校

４
年
生
5
6
名
に
よ
る
「
楽
し
く
て
、
明

る
く
て
、
行
き
た
い
ね
『
楽
し
い
わ
ん

ぱ
く
公
園
』
」
、
壬
生
高
校
美
術
部
員
６

名
に
よ
る
「
お
も
ち
ゃ
博
物
館
の
楽
し

さ
『
ミ
ニ
カ
ー
と
そ
れ
に
来
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
達
』
」
の
３
作
品
で
、
い
ず
れ

国谷幼稚園

y
S
＝
'
j
M
9
1
S

聾
面
を
疸
像

も
夢
を
与
え
て
く
れ
る
大
作
で
す
。
来

館
の
折
り
は
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

壬生東小学校壬生高等学校

.匹

●　　｜

絵画「私の学校」
廳

一

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

虹
の
会
様
⑩
　
　
　
　
　
　
　
１
万
円

壬
生
町
た
ば
こ
販
売
組
合
様
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
千
1
0
円

壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
様

　
　
　
　
　
　
　
６
万
３
千
３
７
４
円

束
彩
ガ
ス
㈱
壬
生
営
業
所
様
⑨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
千
５
４
７
円

墨
絵
ク
ラ
ブ
様
⑩
　
　
　
　
　
１
万
円

壬
生
町
盆
栽
ク
ラ
ブ
様
⑩
　
　
１
万
円

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
自
治
会
チ
ャ
リ
テ
ィ

そ
ば
ま
つ
り
今
様
②

　
　
　
　
　
　
　
１
万
４
千
５
０
３
円

藤井小　６年

　　長那々子

壬
生
町
商
工
会
女
性
部
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
千
５
５
２
円

◆
町
へ

　
い
１
１
月
2
2
日
、
壬
生
町
商
工
会
青
年
部

（
荒
川
清
部
長
）
の
み
な
さ
ん
が
役
場

を
訪
れ
、
1
0
月
3
1
日
に
実
施
し
た
産
業

祭
で
の
益
金
８
８
。
６
３
８
円
を
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

藤井小　６年

　　山崎大樹

　　　　　　　　　　｢夢は宇宙飛行士｣

凪100古紙配合率loo%両生紙を使用しています　22

匹

脱税

　八ド

１

月
の
納
税等
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